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肱川の恵み⑦ 〔花火大会〕
南蛮人によって日本に伝えられた花火は、 17世紀の中頃全国に普及しました。大洲の花火の始まりは定

かではありませんが、 1866年 (慶応 2)の「南予大洲城下名所図画初篇」の中には花火が描かれており、
幕末には既に大洲でも行われていたことがわ力、ります。その絵には、肱川を行きかう何般もの遊覧船と屋

形船、河原の黒い人だかり、二筋の赤い花火が描かれ、当時の花火が今と少しも変わらないにぎわいであっ

たことを伝えています。
漆黒の夜空を彩る大輪の花が、肱川|の水面に映える水郷大洲ならではの花火は、夏の夜の大きな楽しみ

となっており、 7月21日の水天宮花火大会、 8月 3日.4日の川まつり花火大会には市内外から多くの見
物客が河原をうめつくします。

今月号のみどころ

06月定例市議会…....・H ・-…...・H ・..p2 
0自主防災組織を支援./・…......・ H ・.p3 

0台風対策を万全に H ・H ・・・ H ・H ・-…… P4
0大洲市が交通安全の功労を

認められました・ H ・H ・..…...・ H ・..p4 

0屋内用生ごみ処理容器にも補助… P5 

0観光なし園がオープンします…… P6 

0特老施設「とみす寮」職員募集…… Pll

今月の納税は

市県民税 2期

納期は 9月 1日です

市民の動き

平成 9年6月30日現在

人口 39，172人 ( +37) 

男 18，698人(+17) 

女 20，474人 (+20) 

世帯数 14，004世帯 ( +22) 

面 積 240.99平方キロメートル
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大
洲

基
拠

盤
点整助

作産
着
手

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

十
三
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、

関
係
七
件
、
条
例
関
係
九
件
、
議
員
提
出
案
件
二
件
、

六
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

国
際
経
済
に
お
い
て
は
、
円
高
が

懸
念
さ
れ
る
中
、

四
月
に
実
施
さ
れ

た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

国
内
の
景
気
に
悪
影
響
が
で
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が

政
府
経
済
報
告
に
よ
る
と
、
景
気
に

大
き
な
影
響
は
与
え
て
い
な
い
と
の

見
解
が
示
さ
れ
、
今
後
順
調
な
景
気

回
復
に
期
待
が
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
戦
後
初
め
て

と
言
わ
れ
る
大
手
生
命
保
険
会
社
の

破
た
ん
や
、
証
券
会
社
と
都
市
銀
行

を
ま
き
こ
ん
だ
総
会
屋
と
の
つ
な
が

り
が
明
ら
か
と
な
り
、
新
た
な
金
融

不
祥
事
が
露
見
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
金
融
界
に
対
す
る
国
民
の
不

安
と
不
信
感
を
一

一層
募
ら
せ
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の
不
信
感

を
払
し
よ
く
す
る
た
め
に
も
、
一
日

も
早
く
そ
の
全
容
が
解
明
さ
れ
、
行

政
改
革
の
一
つ
と
し
て
橋
本
内
閣
が

取
り
組
ん
で
い
る
金
融
制
度
改
革
を

推
進
し
、
再
発
防
止
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

ま
た
、
市
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
九
年
度
を
二
十
一
世
紀
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
力
強
い

予
算

そ
の
他

第
一
歩
と
す
る
た
め
に
、
第
四
次
大

洲
市
総
合
計
画
で
定
め
た
六
つ
の
都

市
像
と
「
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
寺
つ
く
り
」
・
「
よ
り
活
力
の
あ
る

ま
ち
さ
つ
く
り
」
・
「
よ
り
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
三
つ
の
重
点
施
策
が
実

現
出
来
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

施
策
推
進
の
た
め
、
当
市
で
は
従
来

か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お
い
て
も
、

時
代
状
況
に
即
し
た
効
率
的
・
効
果

的
な
行
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
定

期
異
動
で
一
部
組
織

・
機
構
の
見
直

し
を
行
い
、
四
万
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
実
現
に
向
け

全
力
を
傾
注
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
十
五
億
七
千
二
百
六
十

万
五
千
円

特
別
会
計
千
八
百
八
万
八
千
円
の

減
額

企
業
会
計

二
千
四
百
四
万
五
千
円

合

計

十
五
億
七
千
八
百
五
十

六
万
二
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
八
十
一
億
三
千
百
七
十
七
万
八

2 

千
円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

五
・
八
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

自室

A
一品

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
四
十
一
億
二
千
百
七
十
万

五
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
五
億
千
七
百
五
十
四
万
二
千

円
(
三
・
五
%
)
減
少
し
ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V
大
洲
市
特
別
職
報
酬

等
改
定
に
よ
る
人
件
費
と
し
て
四
十

八
万
八
千
円
V
第
四
次
大
洲
市
総
合

計
画
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
経

費
と
し
て
二
百
十
万
円
V
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
(
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
)

と
し
て
二
百
万
円
V
地
方
拠
点
都
市

基
盤
整
備
費
と
し
て
二
億
百
二
十
一

万
三
千
円
V
肱
南
ま
ち
キ
つ
く
り
推
進

費
と
し
て
百
十
一
万
二
千
円
V
大
洲

城
天
守
閣
復
元
事
業
費
と
し
て
二
百

九
万
八
千
円
V
公
共
下
水
道
排
水
設

備
工
事
費
に
八
百
三
万
九
千
円

{
民
生
費
}

V
身
体
障
害
者
更
生
援

護
施
設
委
託
料
に
四
百
六
十
一
万
六

千
円
V
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
に

一
億
三
千
八
百
二
十
万
円
V
地
方
改

善
事
業
に
五
百
三
万
円

{
衛
生
費
}

V
「

oー

1
5
7
家
庭

対
策
」
啓
発
事
業
に
八
十
万
三
千
円

V
市
民
会
館
前
公
衆
便
所
改
築
設
計

委
託
料
と
し
て
五
十
二
万
五
千
円
V

八
多
喜
火
葬
場
炉
内
煉
瓦
張
替
工
事

費
に
百
八
十
二
万
円
V
生
ご
み
処
理

容
器
設
置
事
業
補
助
金
と
し
て
十
八

万
五
千
円
V
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務



8月号

組
合
負
担
金
に
三
千
百
八
十
七
万
三

千
円
V
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
に
七
百
八
十
六
万
四
千
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V
地
域
米
消
費

拡
大
対
策
事
業
費
補
助
金
に
八
十
五

万
円
V
国
営
大
洲
喜
多
土
地
改
良
事

業
負
担
金
繰
上
償
還
に
伴
う
基
金
積

立
金
と
し
て
八
百
四
十
七
万
八
千
円

V
国
土
(
地
積
)
調
査
測
量
委
託
料

に
三
百
三
十
八
万
六
千
円
V
農
道
及

び
排
水
路
整
備
工
事
測
量
設
計
委
託

料
五
百
二
十
万
円
V
減
水
深
調
査
委

託
料
に
二
百
二
十
一
万
四
千
円
V
フ

ラ
ワ
ー
パ

l
ク
整
備
事
業
費
に
三
百

万
円
V
山
村
と
都
市
と
の
交
流
促
進

事
業
補
助
金
に
二
百
八
十
九
万
八
千

円
V
総
合
型
林
業
構
造
改
善
事
業
費

に
五
千
七
百

一
万
二
千
円

【
商
工
費
}

V
臥
龍
山
荘
整
備
事
業

費
に
三
百
五
十
九
万
円
V
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
整
備
事
業
費
に
三
百
四
十
二

万
四
千
円

【
土
木
費
}

V
国
補
(
地
方
特
定
)

道
路
改
良
事
業
(
田
口
徳
森
線
・
弁

天
田
野
々
線
)
に
二
億
九
千
九
百
二

十
四
万
八
千
円
V
県
単
補
助
道
路
整

備
事
業
に

一
億
八
千
三
十
二
万
円
V

地
域
環
境
整
備
事
業
(
地
域
振
興
道

路
整
備
事
業
)
に
九
千
万
円
V
市
単

独
道
路
改
良
事
業
費
に
一
億
千
六
百

十
一
万
六
千
円
V
市
道
維
持
管
理
費

に
四
千
万
円
V
小
規
模
河
川
改
修
に

伴
う
橋
り
ょ
う
整
備
負
担
金
と
し
て

二
百
四
十
九
万
四
千
円
V
が
け
く
ず

れ
防
災
対
策
事
業
費
五
千
三
百
六
十

万
円
V
市
単
独
下
排
水
路
工
事
費
に
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二
千
百
万
円
V
柚
木
北
只
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
公
園
実
施
設

計
委
託
料
に
九
十
四
万
五
千
円
V
肱

川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

配
水
管
実
施
設
計
委
託
料
に
五
百
七

十
四
万
四
千
円
V
肱
川
地
区
排
水
機

場
構
造
物
工
事
費
に
六
千
七
百
二
十

七
万
四
千
円
V
若
宮
天
満
線
道
路
整

備
事
業
費
に
三
千
四
百
二
十
三
万
二

千
円{

消
防
費
}

V
消
防
施
設
整
備
事
業

費
に
二
千
二
百
三
十
六
万
二
千
円
V

大
洲
市
防
災
行
政
(
固
定
系
)
施
設

整
備
費
負
担
金
と
し
て
千
三
百
二
十

六
万
円
V
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
負

担
金
と
し
て
百
五
十
万
八
千
円

{
教
育
費
}

V
大
洲
市
特
別
職
報
酬

等
改
定
に
よ
る
人
件
費
に
十
三
万
八

千
円
V
大
洲
幼
稚
園
園
舎
整
備
事
業

費
に
二
千
四
百
三
十
三
万
五
千
円
V

自
然
教
室
推
進
事
業
費
に
六
百
六
十

二
万
二
千
円
V
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費

(
若
宮
)
に

一
億
六
百

七
十

一
万
五
千
円
V
図
書
館
改
修
事

業
費
に
六
百
六
十
九
万
五
千
円

条

関

係

届
V

V
大
洲
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
V
特
別
職
の
職
員
の
給

与
及
び
そ
の
他
の
給
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
教
育

長
の
給
与
、
旅
費
及
び
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
大
洲
市
立
小
学
校
及
び

中
学
校
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
使
用

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大

洲
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
V
大
洲
市
国
民
宿
舎
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲

市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

議

員

提

出

案

件

V
郵
政
事
業
の
現
行
経
営
形
態
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

郵
政
事
業
の
果
た
す
公
共
的

・
社

会
的
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、

郵
政
事
業
を
現
行
経
営
形
態
と
し
て

堅
持
す
る
よ
う
、
関
係
行
政
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

V
自
然
災
害
に
対
す
る
国
民
的
保
障

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

地
震
・
風
水
害
等
自
然
災
害
に
備

え
て
、
国
民
生
活
の
基
盤
を
な
す
住

宅
等
建
物
の
再
建
に
必
要
な
資
金
を

保
障
す
る
た
め
、
国
民
的
な
保
障
制

度
を
確
立
す
る
よ
う
関
係
行
政
機
関

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

そ

他

の

V
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
V
市

道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市
道
の

路
線
変
更
に
つ
い
て
V
専
決
処
分
し

た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
を
支
援
/

平
地
区
で
は
、
平
成
七
年
の
大
水

害
を
教
訓
に
、
地
域
住
民
が
助
け
合

い
、
支
え
合
え
る
仕
組
づ
く
り
を
進

め
、
自
主
防
災
組
織
を
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
大
洲
市
災
害
対
策
本

部

・
消
防
機
関
等
と
連
携
を
図
り
つ

つ、

被
災
者
の
救
援
や
救
護
活
動
を

自
主
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
災

害
時
の
不
安
や
被
害
を
地
域
ぐ
る
み

で
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

こ
の
組
織
を
支
援
育
成
す
る
た
め
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
を

導
入
し
て
設
備

・
備
品
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
、
ど
の
く

ら
い
の
規
模
な
の
か
、
誰
に
も
想
像

が
つ
き
ま
せ
ん
。
大
洲
市
で
は
今
後

も
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
こ
の
よ
う
な
体
制
の
整
っ
た

地
域
が
出
て
く
れ
ば
、
同
様
な
支
援

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図織

大洲市

構

災害対策本部
消防本部

機組

平

公

民

館

徳
森
児
童
セ

ン
タ

ー

平

小

学

校

(補
助
施
設
各
地
区
集
会
所
)

3 
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を万全に
一人台風の被害を最小限にするには、

ひとりの日頃の心がけが大切です。

熱
帯
性
低
気
圧
(
熱
帯
地
方
の
海

上
に
で
き
る

i

低
気
圧
)
の
中
心
付
近

の
最
大
風
速
が
十
七

m
/
s
以
上
の

も
の
を
台
風
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
発
生
数
は
、
年
間
平
均
二
十
七
個

前
後
で
日
本
に
上
陸
す
る
の
は
そ
の

う
ち
の
約
三

i
五
個
。
六
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
多
く
発
生
し
、
日
本
に

は
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
上
陸

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
台
風
は
進
路

の
左
側
よ
り
右
側
の
方
が
強
風
に
な

り
や
す
く
、
進
路
に
よ
っ
て
は
想
像

以
上
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

台
風
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
、

建
物
や
塀
の
安
全
点
検
を
は
じ
め
、

非
常
持
出
品
な
ど
の
準
備
を
行
う
な

ど
十
分
な
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
屋
内
で
は
}

V
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
準
備
V
非
難
に

備
え
て
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
出
品

の
準
備
V
台
風
情
報
を
注
意
深
く
聞

く
マ
む
や
み
に
外
出
し
な
い
V
飲
料

水
を
確
保
す
る
(
断
水
に
備
え
て
)

V
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
所
で
は
、
家

財
道
具
や
食
料
品
な
ど
の
生
活
用
品

を
高
い
場
所
へ
移
動
V
病
人
や
乳
幼

児
、
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
を
安

全
な
場
所
へ
避
難

【
屋
外
で
は
】

V
瓦
や
ト
タ
ン
の
ひ
び
割
れ
、
ず
れ
、

は
が
れ
は
な
い
か
V
雨
ど
い
に
落
ち

葉
や
土
砂
が
詰
ま
っ
て
な
い
か
・
継

ぎ
目
の
は
ず
れ
や
腐
り
は
な
い
か
V

雨
戸
に
ガ
タ
ツ
キ
や
ゆ
る
み
は
な
い

か
V
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
や
窓
枠

の
が
た
つ
き
は
な
い
か
V
強
風
に
よ

る
飛
来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外
側
か

ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
処
置
V
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
ひ
び
割
れ
や
破
損
箇
所
は
な

い
か
V
板
塀
に
ぐ
ら
つ
き
ゃ
腐
り
は

な
い
か
V
ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
植
え
や
物

干
し
竿
な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い
物

は
室
内
へ
移
動

※
な
お
台
風
の
大
き
さ
は
「
風
速
十

五

m
/
s
以
上
の
半
径
」、

強
さ
は

「
最
大
風
速
」
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
風
の
強
さ
、
大
き
さ
と
も
に
階
級

分
け
が
さ
れ
て
お
り
、
規
模
の
目
安

と
な
り
ま
す
の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

、っ
。

台風の強さ

階級 風速15m/s以上の半径 階級 最大風速

ごく小さい 200同未満 弱い
17m/s以上~

25m/s未満

小型 200師以上300同未満 並の弱さ
25m/s以上~

(JJ¥さい) 33m/s未満

中型 300km以上500同未満 強い
33m/s以上~

(並の大きさ) 44m/s未満

大型 500km以上800畑未満 非常に強い
44m/s以上~

(大きい) 54m/s宋満

超大型 800同以上 猛烈な 54m/s以上
(非常に大きい)

台風の大きさ

4 

大
洲
市
ガ
交
通
安
全
の
功
労
を
認
め
ら
れ
ま
し
た

大
洲
市
が
、
交
通
安
全
功
労
市
区

町
村
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会

委
員
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
の
交
通
死
亡
事
故
数
は
昭
和

六
十
三
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
八
年

連
続
し
て

一
万
人
を
上
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
八
年
は
九
年
ぶ
り

に
こ
れ
を
下
ま
わ
り
ま
し
た
。
国
で

は
こ
れ
を
、
住
民
に
最
も
身
近
な
市

区
町
村
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て
、
交

通
安
全
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、

特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
市
区
町
村
を
表
彰
し
た
も
の
で

す
。
愛
媛
県
か
ら
は
、
本
市
と
久
万

町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち

一
人
ひ
と

り
が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
、
正
し
い
交
通
ル
l
ル
の
実

践
と
交
通
マ
ナ
I
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
、
っ
。

V
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

・
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
す

る
な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
必
ず
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、

同
乗
者
に
も
正
し
い
シ
l
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
を
指
導
し
ま
し
ょ
う

0

.
暴
走
運
転
や
飲
酒
運
転
の
反
社
会

性
を
自
覚
し
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

V
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん

ヘ
・
安
全
を
し

っ
か
り
確
か
め
て
、
道

路
を
正
し
く
横
断
し
ま
し
ょ
う

0

・
夜
間
の
外
出
に
は
、
明
る
い
服
装

や
夜
間
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

、っ
。

・
夜
間
の
自
転
車
利
用
時
は
必
ず
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

※
な
お
本
市
で
は
、
雨
の
日
に
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
雨

の
日
は
、
い
つ
も
よ
り
速
度
を
落
と

し
て
車
間
距
離
を
保
ち
、
カ
ー
ブ
や

交
差
点
で
は
十
分
な
安
全
確
認
を
心

が
け
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。
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用内

生ごみ処理容器

にも補助H

肱川をきれいにするために、寸

私たちにできること。

流しには、水切袋をかぶ

せた三角コーナーなどを

つけ、調理くずや食べ残

しを流さないようにしま

しょうO

大
洲
市
で
は
、
市
内
の
各
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
、

堆
肥
と
し
て
の
資
源
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
五
年
度
か
ら

生
ご
み
処
理
容
器
と
発
酵
促
進
剤
の

購
入
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
七
月
か
ら
屋
内
で
も

使
用
で
き
る
生
ご
み
処
理
容
器
と

E

M
ボ
カ
シ
に
も
補
助
を
行
な
う
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

処
理
容
器
購
入
希
望
の
方
は
、
直

接
保
険
環
境
課
へ
印
鑑
持
参
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
購
入
後
の
補
助
金
申
請
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

{
補
助
対
象
者
}
市
内
に
住
所
を
有

す
る
家
庭
(
事
業
所
を
除
く
)

{
助
成
数
】
生
ご
み
処
理
容
器
は
一

家
庭
に
つ
き
二
基
ま
で
(
屋
外
用
と

屋
内
用
併
用
可
)

E
M
ボ
カ
シ
(
生
ご
み
堆
肥
化
発
酵

調理くずや食べ残しは、

土に埋めると自然に分解

されます。そのあと肥料

としても使えます。(可能

な方は、生ごみ処理容器

をご利用ください)

処
理
剤
)
は
五
袋
ま
で
。
(
た
だ
し

過
去
に
容
器
二
基
、
発
酵
促
進
剤
五

袋
の
補
助
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
)

{
補
助
金
の
額
}

一
基
あ
た
り
三
千

円
を
限
度
と
し
、
購
入
価
格
の
二
分

の
一
以
内
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}
大
洲
市
役
所
保

険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮
(旬

2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

八
月
十
四
日
(
木
)
の

燃
え
る
ご
み
の
収
集
は

休

み

ま

す

【
該
当
地
区
】

O
大
洲

・
柚
木
の
全
区

O
西
大
洲
(
椎
の
森
・
八
尾
)

O
田
口
・
市
木
の
全
区

O
徳
森
(
小
鳥
越

・
中
山
西
・

中
山
東
の
一
部
・
西
松
ケ
花
)

O
新
谷
地
区
・
柳
沢
地
区

食用油は、なるべく使い

きるようにし、すてる場

合も下水に流さず、古新

聞紙などに吸い込ませて

ゴミとして出すようにし

ましょう。

い
よ

使

し
て

ま
つ
し

か

に
は

う
を

よ

量

い
ま

な

剤

ぎ

o

洗

す

う

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
?

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
奥
さ

ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま

す
の
で
、
直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
該
当
す
る
人
は
市
町
村

役
場
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
、
健
康
保
険

証
・
共
済
組
合
員
証
ま
た
は
ご
主
人

の
勤
務
先
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

L・一一-一一一一-ー_.__.一一一一一一-一一一一・ー一一一-一

※サラリーマンの奥さん(第 3号被保険者)

こんなとき、種別変更・確認の届出が必要です。

届
け
出
を
し
な
い
で
二
年
以
上
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
保
険
料
が
未

納
と
な

っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、

将
来
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
届
け
出
を
し
た
後
で

も
、
奥
さ
ん
自
身
の
就
職
や
ご
主
人

の
退
職
な
ど
が
あ
れ
ば
、
加
入
の
種

別
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
2
)

5 
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至長浜

大
洲
の
お
い
し
い
梨
の
食
べ
ら
れ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
一
の
瀬
観

光
梨
園
は
八
月
六
日
(
水
)
に
、
幸
野

観
光
梨
園
は
八
月
十
七
日
(
日
)
に
オ
ー

プ
ン
し
、
九
月
中
旬
ま
で
開
園
し
て

い
ま
す
。

大
洲
の
豊
か
な
土
壌
に
育
ま
れ
た

良
質
の
梨
が
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
連
れ
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

{
一
の
瀬
観
光
梨
園
】

V
場
所
大
洲
市
上
須
戒
(
一
の
瀬

梨
団
地
)

V
開
園
時
間
九
時
j
十
七
時

V
問
い
合
わ
せ
先

J
A
大
洲
上
須

戒
支
所
宮
@
0
0
2
1

{
幸
野
観
光
梨
園
}

V
場
所
大
洲
市
松
尾
(
フ
ル
ー
ツ

フ
ァ

ー
ム
M
A
R
U
K
O
幸
野
観

光
梨
園
)

V
開
園
時
間
九
時
i
十
六
時

V
問
い
合
わ
せ
先
幸
野
観
光
梨
園

宮

@
7
6
6
5

〈
総
合
案
内
〉

商
工
観
光
課

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
2
2
3

6 

恒
例
の
川
ま
つ
り
花
火
大
会
を
、

今
年
も
八
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間

清
流
肱
川
を
舞
台
に
開
催
七
ま
す
。

三
千
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

山
々
に
こ
だ
ま
す
る
大
洲
な
ら
で
は

の
情
緒
を
十
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
川
ま
つ
り
の
行
事
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

V
八
月
三
日
(
日
)

・
川
ま
つ
り
神
事
(
住
吉
神
社
)

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

大
洲
公
演
を
開
催

世
界
的
に
有
名
な
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
※
入
場
券
は
八
月

一
日
(
金
)
か
ら
教

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
き
、
音
楽
育
委
員
会
、
各
公
民
館
、
大
洲
芸
術

祭
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
の
森
建
設
促
進
会
で
取
り
扱
っ
て
い

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

ま

す

。

詳

し

く

は

、

社

会

教

育

体

育

{
日
時
}
九
月
二
十
日
(
土
)
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
昼

の

部

(

小

・

中

・

高

生

対

象

)

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
3
)

開
場
午
後
二
時
三
十
分

開
演
午
後
三
時

V
夜
の
部
(
一
般
対
象
)

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

{
場
所
}
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
1
ル

{
入
場
料
}

昼
の
部
、
夜
の
部
と
も
に
千
円

8月3日・ 4日

十
一
時
j
十
三
時

・
花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)

二
十
時
1
二
十
一
時

V
八
月
四
日
(
月
)

・
花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)

二
十
時
j

二
十
一
時

・
火
ま
つ
り
(
肱
北
河
原
)

十
九
時
i
二
十
時

二
十
一
時
j

二
十
一
時
三
十
分
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の
夏
は
家
族
旅
行
村

さ
わ
や
か
な
自
然
と
緑
に
固
ま
れ
た

大
洲
家
族
旅
行
村
で

楽
し
い
思
い
出
つ
く
り
ま
せ
ん
か

、，ー
」ー

~ 

大
洲
家
族
旅
行
村
は
、
二
つ
の
ス

ポ
ッ
ト
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
緑
地
に
は
「
カ
ス
ケ
ー

ド
」
と
い
う
人
工
の
滝
が
あ
り
、
こ

の
水
は
水
遊
び
が
で
き
る
「
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
池
」
へ
と
流
れ
込
み
ま
す
。

ふ
り
そ
そ
ぐ
太
陽
の
も
と
、
家
族
み

ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ

ま
す
。

夜
は
、
ォ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

ど
う
ぞ
。
温
水
シ
ャ
ワ
ー
施
設
や
テ

ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出
し

も
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
帰
り
の
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
も
で
き
ま
す
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
は
、

宮
@
2
3
8
4
ま
で
。
(
四
月
二
十

五
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
)

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課
宮
@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
3
)
ま
で
。

オートキャンプ場使用料
項 目 単 位 料金

ァントサイト使用料 1サイト 1泊2日 2，100円
プ、イキャンブ使用料 1サイト 1日 1，050円

温水シャワー使用料 1人 1回 200円

口Eコ口 名 単 位 料金

ーン卜 u人用 1張 1泊2日 1，500円
ア I 5人用 1張 1泊2日 1，000円

グフンドシート 1枚 15白2日 200円

J'(ーベキューセット 1組 1日 1，000円

募集。

平成9年9月9日の

写真展

ロ
ロロ

。作

あなたの記録を永久保存しませんか

市
立
博
物
館
で
は
、
「
平
成
9
年

9
月
9
日
の
写
真
展
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

今
年
で

4
回
目
と
な
る
こ
の
写
真

展
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
撮
影
し

た
様
々
な
写
真
を
記
録
資
料
と
し
て

後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

出
品
さ
れ
た
作
品
を
博
物
館
で
永
久

に
保
存
し
ま
す
。
平
成
9
年
の
今
年

の
該
当
日
は
、
も
ち
ろ
ん
9
月
9
日

で
す
。
分
野
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
自
由
な
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

{テ

I
マ
}

平
成
9
年
9
月
9
日
に
大
洲
市
内

で
撮
影
し
た
も
の
(
風
景
・
建
物
・

交
通
・
人
物
・
生
活
や
作
業
様
子

な
ど
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
)

{
作
品
の
サ
イ
ズ
}

2
L
か
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

(
白
黒
・
カ
ラ
l
ど
ち
ら
も
可
)

~じゃ，3Îじや，3Î池企オートキャンブ場のキャンブサイト

一
人
五
枚
ま
で

{応
募
票
}

大
洲
市
立
博
物
館
、
各
公
民
館
に

備
え
付
け
て
あ
る
応
募
票
に
、
住

所
・
氏
名
・
撮
影
場
所
・
ひ
と
こ

と
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{応
募
上
の
注
意
}

-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な

が
ら
な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま

す。
・
全
作
品
展
示
し
、
終
了
後
は
記

録
資
料
と
し
て
博
物
館
で
永
久

に
保
存
し
ま
す
。
(
希
望
に
よ

り
閲
覧
で
き
ま
す
)

{
応
募
締
切
}

平
成
九
年
九
月
三
十
日

{
作
品
持
込
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
及
び
各
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
宮
@
4
1
0
7企平成 8年 8月8日の写真展より

7 
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大
洲
城
復
元
に
思
う
こ
と

寺
尾
幸
記
さ
ん
(
新
奇
)

大
洲
市
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
天

守
閣
の
再
建
に
つ
い
て
報
告
書
を
作

成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
市
制
施

行
五
十
周
年
を
目
指
し
、
天
守
閣
の

復
元
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

昨
年
青
年
会
議
所
の
理
事
長
と
い
う

立
場
で
、
そ
の
復
元
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
種
々
の
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
守
閣

の
復
元
に
賛
同
し
ま
し
た
。

現
在
、
青
年
会
議
所
で
は
、
城
郭

を
持
つ
全
国
の
青
年
会
議
所
の
組
織

「
全
国
城
下
町
連
絡
協
議
会
」
に
加

盟
し
て
、
城
と
市
民
と
の
か
か
わ
り

や
城
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
十
数
年

間
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
城
下
町
で

同
じ
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。
市
民
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
城
郭
は
、
高
層
の
構
造
物
に
埋

も
れ
よ
う
と
し
て
い
て
、
歴
史
の
風

雪
に
耐
え
て
き
た
建
物
群
が
し
だ
い

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(二

O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
念

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

号12 第

に
姿
を
消
し
、
文
化
遺
産
で
あ
る
地

名
は
捨
て
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
特
色
あ
る
産
業
に
支
え

ら
れ
た
豊
か
な
生
活
の
実
現
は
、
き

わ
め
て
苦
難
な
道
を
た
ど
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
城
下
町
特
有
の
景
観
や
地

名
を
子
供
た
ち
を
含
む
市
民
の
多
彩

な
運
動
で
再
評
価
を
し
て
、
日
々
の

生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。城

の
石
垣
、
堀
の
水
に
映
え
る
緑
、

小
路
の
た
た
ず
ま
い
は
、
技
術
革
新
、

高
速
交
通
化
、
高
度
情
報
化
時
代
と

矛
盾
し
あ
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
百
年
以
上
の
城
下
町
の
歴
史
で
培

わ
れ
た
市
民
の
文
化
と
、
地
域
産
業

の
新
し
い
展
開
に
と
っ
て
も
、
か
け

』

F

平
成
九
年
に
宮
城
県
白
石
市
で
開
催

さ
れ
た

2
z
国
城
下
町
シ
ン
ポ
」
に

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
(
右
か
ら
寺
尾

氏
・
上
石
氏
・
久
保
氏
)

が
い
の
な
い
遺
産
で
あ
り
価
値
と
な
っ

て
い
け
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
全

国
の
城
を
も
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で

直
面
し
て
い
る
問
題
で
あ
り
、

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
人
間
の
日
々

の
営
み
を
中
心
と
し
た
城
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
大
洲

城
跡
に
ぜ
ひ
と
も
天
守
閣
を
復
元
し

て
、
二
十
一
世
紀
で
の
特
色
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
復
元
事
業
を
進
め
る
う
え
で

大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の
み
ん
な
で

天
守
閣
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
れ
を
守
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、

現
状
で
は
、
住
民
に
対
し
て
復
元
の

具
体
的
な
事
柄
が
あ
ま
り
伝
っ
て
こ

な
い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
皆
さ
ん
は
少
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
復
元
事
業
は
始
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
具
体
的
な
事
項
を
住
民

に
い
ち
は
や
く
知
ら
せ
、
市
民
皆
ん

な
で
議
論
を
行
え
る
場
所
を
設
け
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

組
織
が
で
き
あ
が
り
、
ま
た
そ
の
議

論
の
過
程
で
、
当
市
の
新
し
い
文
化

の
創
造
が
行
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

子企i
y "宅Eん

主教三
と育t
人Eのく
権日た

め
の
国E
連t
+ 
年士

こくない
こうどうけい
かく

じ
ゅ
う
ょ
う
か
だ
い
な
か

国
内
行
動
計
画
の
重
要
課
持
の
中

の
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

さ
いきん

最
近
の
圏
内
に
知
仰
る
汗
よ
も
の

人
権
に
か
か
わ
る
報
道
(
事
件
)
一を

み

こ

う

べ

し

す

ま

見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
神
戸
市
須
磨

く

しよう
一カ
づこう
お
と
こ

あたま

枢
同
小
山
弁
放
六
年
の
男
の
好
が
一
品
位

胴
体
を
切
断
さ
れ
、
頭
を
近
く
の
中

がっこう

こう
も
ん
ま
え
お

学
校
の
校
門
前
に
置
か
れ
‘
ふ
と
い
う

A

て
、
ヮ
ヵ
，
ハ
カ

お
そ
汚
九
ぃ
、
普
通
に
は
考
え
ら
れ

な
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
口
ま
た
、

お

ん

な

が

し

小
惇
椴
戸
汗
の
女
の
子
を
餓
死
さ
せ

た
母
親
の
話
ー
さ
ら
に
は
、
子
ど
も

キくえ
U

お

や

た

を
虐
待
す
る
親
が
あ
と
を
断
た
な
い

ひ
ろ
せ
か
い
め
む

に
比
一L
拡
く
世
界
に
目
を
向
け
る
日

児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
、
児
童
売

ばlv

しようさようてきせいてき

買
と
い
っ
た
子
ど
も
の
商
業
的
性
的

さく
L
e

もん
たlv

こくさししゃカし

き
ょうつう

堺
市
峨
の
問
題
が
国
際
社
会
の
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
子
ど
も
の

ま
も
お
と
な

人
権
を
守
る
べ
き
大
人
が
、
そ
の
人

お
カ
こ
う
い

権
を
侵
す
行
為
で
す
。
ま
た
、
そ
れあ

ぞ
れ
の
人
権
を
お
た
が
い
に
侵
し
合

う
い
じ
め
問
題
が
あ
J
伊

汚
けんぽっ

きょ
汗
ば
日
初
人
権
は
、

ふ
叶
沫
国
憲
持
崎
、

激
時
間
基
本
法
、
児
童
事
位
く
法
等
の
法

令
並
び
に
国
際
人
権
規
約
、
児
童
の

け
ん
り
じ
よ
う
や
く

権
利
に
関
す
る
渓
関
冶
一寸
句
通
際
条
約

さ
ら
に
は
児
童
憲
章
に
明
記
さ
れ
、

そ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

は
っ
き
り
と
誼
わ
れ
て
い
ま
す
。
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人
権
と
同
和
教
育

げ

ん

ぱ

せ

い

学
校
教
育
の
現
碁
で
は
、
児
童
生

と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
は
し
v

りょ

徒
の
以
一
確
に
十
分
配
慮
品
、
つ一

人

一

人
を
大
切
に
し
た
教
育
指
導
や
学
校

、つ人
‘え
し
お
こ
な

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
じ
め
は
あ
と
を
断
ち
ま

せ
ん
。
吟
件
、
人
権
問
題
で
あ
り
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
わ

'

的

宅

カ

走

た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

カ
て
い
ち
い
き
し
や
か
い

立
拾
いん
学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
、

公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ

き
か
ん
だ
ん
た
い
れ
ん
ら
く

な
機
関
、
団
体
が
い
っ
そ
う
連
絡
を

と

あ

カ

い

し

ょ

う

取
り
合
い
、
こ
れ
の
解
消
に
つ
と
め

l

i

しみん

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
一
人

み
ま
も
そ
だ

一
人
が
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る

こ
こ
ろ
ひ
つ
よ
う
お
も

心
が
ま
え
こ
そ
必
要
と
思
い
ま
す
。

みんせ
lv

じ

どっ
そ
め
た
め
乍
、
地
域
に
は
民
生
男

人

A'

ょ、っこ

童
委
員
、
主
任
児
童
員
、
以
権
擁
護

委
員
、
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

(
汗
ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
)
等

が
居
ら
れ
ま
す
。
も
し
、
い
じ
め
等

見
か
け
た
り
、
話
を
聞
か
れ
た
ら
、

ひとたち

伴
械
を
は
じ
め
、
こ
う
い
う
人
官
伝

達
絡
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事

な
こ
と
で
す
。

せいき

二
十

一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
に

た

い

せ

つ

そ

だ

「
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
」

こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
、
親
の

せ

き

に

ん

カ

て

い

責
任
で
あ
り
ま
グ
。き
家
庭
に
お
け
る

人
権
教
育
は
幼
児
期
か
ら
は
じ
め
な

ほ
ん
と
う
カ
ん
カ
く
み

け
れ
ば
、
本
当
の
人
権
感
覚
は
身
に

あして

つ
か
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
相
手
の

た

ち

ば

お

も

こ

こ

ろ

立
場
の
わ
か
る
、
思
い
や
り
の
心
の

あ
る
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
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6月フ日(:t)砂

今年ち恒例の柳沢I~

だ3歩っしIff開h'れま

じだ。夜のとlざιItJ'<I(jj 

ιI~と、無数の限定3

の光ff幻想的lこ浮h'び
土庁1-1、そごldまさ12

I~だ3の里。

(jjまつり会場の柳沢

小学校ld大勢の人でに

ぎわいまレ定。

‘6月1日(日)
夏の訪れを告げ3観光うh'いff始まりましだ。 tJ'ffl-l

火ff赤々と川面玄照らすち介、ウ匠とウff織り1dす水辺

のヨーヨーに多〈の観光客ff酔いじれましだ。

企 6月2日伺)

う介い開ぎのオーブニンヴ行事斤行われ、ミス大洲の (

三人ff華やtJ'ち浴衣姿で初仕事。

6月3日(*)砂

大洲少年自然の家に遊び体験コ

ーナーffオーブンレ、宿泊体験学

習l己訪れていだ喜多小学校五年生

ff竹トンボやごま回レ怠ど昔ちげ

らのフ種類の遊びき楽レífi~じだ0

..6月4自体)

大洲農業高校の生徒ff環境美化

運動の一環としで、色とりどりの

花き?レンシレだ「花いtJ'だ」き

製作。肱川橋下流l己浮h'ペ評判Iご
ちつでいました。

だ。

‘6月23日(月)
働く女性のボニラン子ィ?活動の

団体であ3国際ソ口ブチミスト大

洲h"う、大洲市社会福祉協議会12
福祉巡回車n寄贈されまレ足。

‘6月フ日(土)
新谷レょうsiまつり /

ff行われまレだ。今年

ち、矢落川l己咲き競う

約5、000株のじようsi
き一目見ょうと多〈の

家族連れff繰り出レ吉正

レだ。
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県
で
は
、
発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域

に
お
け
る
企
業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、

事
業
者
の
み
な
さ
ん
が
工
場
を
新
増
設

す
る
場
合
に
、
金
融
機
関
か
ら
そ
の
設

備
資
金
の
一
部
を
低
利
で
融
資
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

V
融
資
対
象
者

次
の
条
件
を
満
た
す
企
業
(
た
だ
し
、

中
小
企
業
者
を
優
先
し
ま
す
)

【
立
地
条
件
】

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
①
j
④
の
い
ず
れ
か
の
場
所
(
越

智
郡
高
し
ょ
部
、
津
島
町
及
び
南
宇

和
郡
を
除
く
県
下
五
十
四
市
町
村
)

①
工
業
立
地
法
に
基
づ
く
工
場
適

地
②
県
、
市
町
村
が
造
成
し
た
工
業
団

地
①
農
業
地
域
工
業
導
入
促
進
法
に
基

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

六
月
二
十
四
日
分
ま
で

(敬
称
略
)

金

一

封

大

洲

平

岡

恵

忠

金

一

封

春

賀

大

石

勇

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

金
一
封
(
寄
付
金
)

菅
田
町

中
野

正
光

岡
本

福
春

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

へ

)

大

洲

工

藤

登

喜

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
久
米
婦
人
会
へ
)

田

口

東

キ

リ

エ

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

づ
く
農
村
工
業
等
導
入
地
区

④
そ
の
他
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る

地
域

【
業
種
】製

造
業
、
運
送
業
、
倉
庫
業
、
梱

包
業
、
卸
売
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

試
験
研
究
所

【
そ
の
他
】

・
新
た
に
五
人
以
上
雇
用
す
る
こ
と

(
雇
用
地
域
等
に
一
部
制
約
あ
り
)

・
融
資
後
、
三
年
以
内
に
操
業
す
る

こ
と

V
融
資
対
象
費
用

①
工
場
等
の
新
増
設
に
伴
う
用
地
の

取
得
費

②
生
産
等
の
用
に
供
す
る
施
設
費
及

び
設
備
費

V
融
資
の
条
件

①
融
資
額

上

須

戒

村

上

心

一

金
一
封
(
寄
付
金
を
八
多
喜
地
区
社
協

へ

)

八

多

喜

町

八

多

喜

芸

能

会

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

菊

地

久

子

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

柚
木
(
故
)
笠
井
ト
キ
ヲ

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

保

積

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

町

西

山

金
一

封
(
平
地
区
社
協
へ

)

市

木

中

野

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

中

野

賓
幸

茂
継 均

融
資
対
象
費
用
の
二
分
の
一

②
限
度
額

一
億
円
(
た
だ
し
、
知
事
が
特

に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
二
億
円

ま
で
)

①
償
還
方
法

年
賦
均
等
償
還

④
償
還
期
間

十
年
(
据
置
期
間
二
年
以
内
を

含
む
)

⑤
融
資
利
率

そ
の
都
度
協
議
(
平
成
九
年
六

月
現
在
で
二

・
四
%
)

⑥
担
保
等

金
融
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

ト

ι
ヲ
心
。

V
融
資
の
申
込
先

融
資
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
伊
予
銀
行
及
び
愛
媛
銀
行
の
本

庖
各
支
庖
で
受
け
付
け
ま
す
。
(
融
資

枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
融
資
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
)

愛
媛
県
経
済
労
働
部
企
業
振
興
課

8
0
8
9
・
9
2
1
・
9
6
3
1

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老
人

ク

ラ

ブ

会

へ

)

上

須

戒

高

岡

清

之

(
物
品
の
口
座
)

O
枕
十
個
(
老
人
セ
ン
タ
ー
へ
)
新
谷

亀
岡
モ
ー
タ
ー
ス
(
代
)
亀
岡
玄
良

O
石
鹸
二
十
個
(
大
洲
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
大
洲
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ

ー

へ

)

平

野

町

平

田

重

則

。
紙
オ
ム
ツ
ほ
か
二
百
五
十
八
枚
(
寝

た
き
り
老
人
へ
)
新
谷
町

池
田
光
雄

O
タ
オ
ル
五
十
枚
(
入
浴
サ
ー
ビ
ス
及

び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
活
用
)

田

口

大

野

栄

一
郎

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
行

図書館

八
月
新
刊
案
内

図
書
館
は
い
ま
日
本
図
書
館
協
会
編

本

に

映

る

時

代

御

厨

貴

著

人
生
は
論
語
に
窮
ま
る
谷
沢
永
一
・
他
著

女

の

大

老

境

田

嶋

陽

子

著

水

野

広

徳

大

内

信

也

著

な
ん
ば
し
ょ
っ
と
か
武
田
イ
ク
著

毛

利

元

就

の

人

間

学

中

江

克

己

著

世
界
の
歴
史
日
・
日
中
央
公
論
社

銅
鐸
の
絵
を
読
み
解
く

国
立
歴
史
博
物
館
編

人

間

舎

平

凡

社

古
文
書
入
門

城
下
町
古
地
図
散
歩
6

海
外
個
人
旅
行
術

東
京
海
外
旅
行
研
究
会
編

地
中
海
・
町
並
み
紀
行
吉
田
桂
二
著

沈

み

ゆ

く

香

港

中

嶋

嶺

雄

著

夜

の

法

律

相

談

木

村

晋

介

著

日

本

お

時

筑

紫

哲

也

著

父

親

崩

壊

妙

木

浩

之

著

お
年
寄
り
と
つ
き
合
う
法長

谷
川
和
夫
著

非
行
と
い
じ
め
の
行
動
科
学
小
田
晋
著

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
再
考

原
田
正
文
・
他
著

ア

イ

ヌ

の

物

語

世

界

中

川

裕

著

こ

と

わ

ざ

の

力

村

瀬

学

著

や
す
ら
ぎ
の
ケ
ア

m

読
売
新
聞
社

中
国
・
四
国
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ
宝
島
社

ウ
イ
ル
ス
感
染
爆
発

N
H
K
取
材
班
著

春
夏
秋
冬
を
「
食
べ
る
」
中
村
成
子
著

郁
恵
・
井
森
の
お
料
理

B
A
N
-
-
B
A

N
I
レ
シ
ピ
集
3

幻

冬

舎

ハ
ー
ブ
Q
&
A
1
2
3日

本
ヴ
ォ

l
グ
社

野

の

花

を

生

け

る

岡

田

広

山

著

写
真
撮
影
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
丹
野
清
志
著

能
狂
言
道
し
る
べ

児
玉
信

・
他
著

10 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

J
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著

若
い
ぼ
く
ら
に
で
き
る
こ
と今

井
雅
之
著

エ ヴ山海鉄空高オピ邪天悪 X 楽 j原チ大語方中武 気
ア アは噺道白麗 lア眼を魔 Y し氏ヨ江学 ・道 分
フ lい 員の奔デノ鳥院の Z い物コ健王 高の 爽
レ チの 瞬流イの む 羽 創 語 レ 三 中生ス 快
l ヤち 間 シ 音 根 作 三 l郎 国 の ス ス !
ムルを ヨ 入・ト論語日たメタ海
上・の ン 門四革 本めジ釣

M' ゲば 命郵のオり
T ・下 Ml す 市便英

ム 瀬瀬友文ピ
ヘラ リ 回回浅安深村庄筒斉乃小三戸俵粂智の手慮 l
イイ ド 。中中田西田上野井城南田浦内 原紀会紘山イ
ーや ト パ 澄芳次篤祐 潤康昌ア 正寂万丈 ・協の初ン
ンン ス 江樹郎子介龍三隆 美 サ実雄聴智和他会 書 雄 グ
著著 著 著著著著著著著著著著著著訳著著著編き著編

よ
そ
の
子

八
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
偉
人
講
座

「中
江
藤
樹
」

講

師

窪

祥

一

先

生

日
時

8
月
幻
自
凶

(
9
:
m
j
U

却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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特
老
施
設
「
と
み
す
寮
」

職
員
を
募
集
し
ま
す

大
洲
・
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム

「と
み
す
寮
」
で
は
、
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
(
資
格
)
と
人
員
】

V
看
護
婦
(
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護

婦
)
一

人

【
募
集
期
間
友
び
応
募
方
法
】

九
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
聞
に

受
験
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

V
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
該
当

し
な
い
人
V
日
曜
、
祝
日
の
勤
務
が

可
能
な
人
V
採
用
後
、
通
勤
可
能
な

地
域
に
居
住
で
き
る
人
V
昭
和
四
十

三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

【
問
い
合
わ
せ
先
}

受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
大
洲
・

喜
多
特
別
養
護
老

人
ホ

l
ム

「と
み
す
寮
」
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
@

5
7
1
0
 

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
子
ど
も
の
た
め
に
教

育
相
談
を
行

っ
て
い

ま
す
。
「
就
学
や

入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安
が
あ
る
」

「入
学
を
希
望
す
る
学
校
を
参
観
し
た

い
」
「
適
切
な
治
療
及
び
教
育
機
関
を

き
が
し
て
い
る
」
「
家
庭
で
の
療
育
に

助
言
が
ほ
し
い
」
こ

の
よ
う
な
内
容
に

市
内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
大
洲
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
企
@
2
1
1

1

(内
線
5
4
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

税
の
は
た
ら
き
、
税
と
高
齢
化
と
の

か
か
わ
り
、
将
来
の
税
な
ど
税
に
関
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
結
構
で
す
。

【応
募
資
格
}

中
学
生
以
上

(
グ
ル
ー
プ
で
も
可
)

【
表
現
方
法
}

A
3
サ
イ
ズ

(
2
9
7
×
4
2
0
m
)

平
面
作
品
で
あ
れ
ば
、
色

・
形
態
は

自
由
で
、

コ
マ
割
も
可
。
た
だ
し
、
未

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

作
品
の
裏
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
送
り
く
だ

気、い
。

【
問
い
合
わ
せ

・
応
募
先
】

干

7
6
0

高
松
市
天
神
前
二
|
十

高
松
国
税
局

「税
の
ま
ん
が
」
係

8
0
8
7
8
・
3
1
・
3
1
1
1

号、F 聞い
ご・アをま
三 Fおす
中ピ待
Eハち同

s ~し局
t= .g-てで
¥ たよ U、は

さまみ
唱すか
号、五
百 ん
8'の
c/) 

CD 

F 訪

天
ぷ
ら
油
火
災
が
急
増

天
ぷ
ら
油
火
災
は
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ

て
い
る
と
き
の
来
客
、
電
話
、
子
供
の

世
話
な
ど
で
火
か
ら
離
れ
た
と
き
の
よ

う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
天
ぷ
ら
油
を
い
っ
た

ん
火
に
か
け
た
ら
、
最
後
ま
で
目
を
話

さ
ず
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
や
む
を
得
ず
そ
の
場
を
離
れ

る
場
合
は
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も

コ
ン

ロ
の
火
を
必
ず
消
す
こ
と
を
心
が
け
ま

、
し
ょ
、
つ
。

火
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
で
す
が
、
万
が

一
、
天

ぷ
ら
油
に
火
が
入
っ
て
し
ま

っ
た
と
き

は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
消
火
を
行
う

こ
と
が
有
効
で
す
。

O
水
は
禁
物
!
絶
対
に
水
を
か
け
な
い

こ
と
。

O
炎
が
小
さ
く
(
炎
の
高
さ
十
個
程
度
)

泊
面
を
チ
ラ
チ
ラ
動
き
回
っ
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
に
、

ま
ず
コ

ン
ロ
の
火
を
止
め
鍋
に
フ
タ
を
す
る
か
、

全
固
ま
ん
が
税
金
展

作
品
を
募
集
し
ま
す

高
松
国
税
局
で
は
十

一
月
十

一
日
i

十
七
日
の
税
を
知
る
週
間
に
あ
わ
せ
て

『全
固
ま
ん
が
税
金
展
』
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
広
く
み
な
さ
ん
に
税
に

関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
税
の
意
義

や
役
割
を
正
し
く
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん

か
ら
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【テ
l
マ
】

大
蔵
省
四
国
財
務
局
が

ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
を
開
設

大
蔵
省
四
国
財
務
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
て

い

ま
す
。
掲
載
内
容
は
、
同
局
が
公
表
し

て
い
る
経
済
・
金
融
関
係
の
各
種
情
報

や
固
有
地
売
買
の
手
続
き
、
業
務
内
容

の
紹
介
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
の
生
活
関

連
情
報
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て

(有)い の水道設備

ft24-2216 

伊予 屋 住設

ft24-2541 

惰)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水 道工事 庖

ft24-3656 

(有)オ ク ダ 設 備

ft24-3674 

大 塚鉄 工 所

ft25-0300 

傭)神田 鉄 工 所

会 24 -4 122 

神南 設 備

合 25 -4 6 8 4 

城戸電業 社

ft25-2944 

久 保 鉄 工所

合 26 -0 5 3 7 

(槻 土 居鉄 工所

ft24-4519 

傭) アサ ノ設 備

ft24-0783 

備)南 予水道 住設

ft25-1350 

佐 藤 水道 庖

ft24-4410 

(有)星 加水道 設 備

ft26-0020 

上甲 建設 (栂

ft24-5914 

徳 森設 備

ft25-4023 

滝 田 商庖

会 25 -0 9 0 1 

傭) 丸 電工業

ft24-5351 

西 田 水道 庖

ft26-0265 

8月2日出

8月3日(日)

8月9日出

8月10日(日)

8月16日出

8月17日(日)

8月23日出

8月24日(日)

8月30日住)

8月31日(日)

パ
ス
タ
オ
ル
な
ど
大
き
め
の
ぬ
れ
布
で

鍋
を
お
お
い
、
空
気
を
遮
断
す
る
。

O
炎
が
大
き
く
(炎
の
高
さ
二
十
四
以

上
)
油
が
強
く
燃
焼
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
は
、
消
火
器
な
ど
で
消
火
す
る
の

が
最
も
良
い
方
法
で
す
。

O
火
が
天
井
ま
で
燃
え
上
が

っ
て
い
た

り
、
消
火
器
な
ど
で
消
火
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
通
報
、
連
絡
、
避

難
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
人
に
対
し
て
、
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
試
験
日

}

日

月
7
日
樹

【試
験
場
】

愛
媛
県
庁

{願
書
受
付
期
間
】

8
月
4
日
間
1
9
月
3
日
同

【受
験
手
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

2
0
8
9
・
9
4
1
・
1
2
1
2

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

g
@

2
1
1
1
(内
線

5
4
1
)

月 末までの

大洲市内の交通事故

6月末現在 昨年同期

件 数 147 112 

負傷者 196 138 

死者 2 2 

6 

11 



8月号

保健センターだより

合 24-3775
0乳幼児健康診査。

8月 5日ω 平成 9年3月生※

8月19日ω 平成 8年 1月生

8月26日ω 平成 6年7月生

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間

実施場所

持参品

13:00~ 13:30 
大洲市保健センター

母子手帳・アンケート・

パスタオル(※のみ)

010ヶ月児育児相談。

8月4日(月) 平成 8年9・10月生

肱南・久米・肱北・喜多・平地区

のみ

受付時間

実施場所

持参品

9:30~10:00 

大洲市保健センター

母子手帳・アンケート・

ノてスタオル

。健康相談・栄養相談。

日時 8月25日(月)

10:00~12 ・ 00

13:00~15:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

。成人病検診及び肺がん・肺結核検診0
8月 5・6日(火・水)八多喜連絡所

8月27・28日(水・木)新谷連絡所

受付時間 9 :00~11:00 
13 :OO~ 14:00 
無料

相
談
ご
と
案
内

広報おおず '97

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

8
月
8
日

幽

叩

時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

8
月
初
日
岡

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

8
月
四
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

8
月
幻
自
幽
叩
時
i
日
時

場
所
平
公
民
館

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

ひ
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時
j

U
時
、
日
時
j

M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

8
月
初
日
同

9
時
i
u
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
念
@
5
6
6
0
(
政
所
)

ま
た
は

8
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
健
相
談
】

日
時

8
月
5
日

ω、
初
日
制

日
時
j

m
時

場
所
大
洲
市
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

8
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

8
月
日
日
幽

9
時
i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

樹
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九

包

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

8
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日
時
毎
日
の
8
時
却
分
j

U
時

告

@
1
4
1
4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

|休日|急|患|診療|
8月3日 いんなみ眼科(田口)

(日)含 24 -0 700 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

菊原外医院(若宮)

会 24-4646

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

石村整形外科医院(若宮)

ft23-5767 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

郷緒小医院(西大洲)

ft34-3936 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大洲記念病院(徳森)

合 25 -2 022 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月10日

(日)

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

8
月
8
日
幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

献

血

の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

8
月
7
日
同

市

立

大

洲

病

院

叩

時
i
u
時

大

洲

郵

便

局

日

時

叩

分

l
日
比
時
叩
分

日
時
1
日
時
加
分

ア
イ
パ
ッ
ク
ス

検診料

8月17日

(日)

8月24日

(日)

8月31日

(日)

保

健

所

歯

科

相

談

V
子
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

8
月
幻
日
同

日
時
i
H
時
加
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
エ
プ
ロ
ン

料

金

百

円

j

五

百

円

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

8
月
幻
日
同
日
時
j
日
時

受
付

対

象

一
般

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

合
@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

........ .... 
大松※ 暮
洲久竹ら

8市 8節 8細 7し
月内月子月工月の
19中 6紙 3ー 23中
日 学日絵日日日 の
例 校 側 作 (日)教側竹
i美 j 品室 i文
8術 8展 8化
月部月 月展
31 イ乍 17 4 
日品日 日
(日)展 (日) (月)

12 

【平日夜間の急患】

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

合 24 -4 5 5 1 

日

木~日曜日

曜オt

お
願
い
展
示
に
つ
い
て
は
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。
前
も
っ
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
各
作
品
展
の
最
終
日
は
、

9

時
j
4
時
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
休
館
日
毎
週
月
曜
日

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含
@
1
2
8
1

0
8月
4
日
間
は
開
館
し
ま
す
。
5
日

ωは
お
休
み
し
ま
す
。

8月は『道路をまもる月間』です=

よちよち歩抑制:li
ポイ捨Tゴミでも

とおせんぽ

ーー
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